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2019年 11月 6日 

 

国連グローバル・コンパクトを促進する活動の実施状況（2017年 8月～2019年 10月） 

 

(1) 上智大学国連 Weeksの開催とグローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパンとの共同イベント実施 

国際協力人材の育成及を推進するために「国連の活動を通じて、世界と私たちの未来について考える機会」を

提供するとともに、SDGs の啓蒙と普及に資することを目的とし、2014 年から毎年 6 月及び 10 月の 2回イベント

週間を実施しています。期間中はシンポジウムをはじめとするイベントを数多く開催しています。また、高校生

をはじめ広く社会に、本学と国連機関等の活動を広め、本学とのパートナーシップをアピールする場としていま

す。 

 この国連 Weeks の中で、UNGC 活動の一環として毎回、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）

と共催でシンポジウムを開催しています。 

 

  ◆国連 Weeks 2017 年 10月 
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国連 Weeks2017 年 10 月での GCNJ 共催イベント 

シンポジウム 

日本企業への期待: メガスポーツイベントに人権尊重を組み入れる 

10 月 25 日（水）13:30－16：00 

共催： 上智大学、GCNJ、EY Japan 気候変動とサステナビリティサービス 

 

◆国連 Weeks 2018年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国連 Weeks2018 年 6 月での GCNJ 共催イベント 

ビジネスと人権シンポジウム 

-ビジネスが日本そして海外において人権をいかに尊重するか-その取組みと課題 

6 月 7日（木）9:50～16:30 

基調報告 「世界人権宣言 70年の歩みとビジネスと人権の課題」  

Lene Wendland 国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）人権・経済社会問題課長 

共催： 上智大学、GCNJ、EY Japan、ジェトロ・アジア経済研究所 
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◆国連 Weeks 2018年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国連 Weeks2018 年 10 月での GCNJ 共催イベント 

シンポジウム 

SDG8 と SDG9 の達成に知っておくべき背景と事実：企業の戦略は？ 

10 月 29 日（月）13:30～17:45  

共催： 上智大学、GCNJ、国際連合工業開発機関（UNIDO）、国際労働機関（ILO）、国際協力機構（JICA） 

協力： EY ジャパン気候変動・サスティナビリティサービス 
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◆国連 Weeks 2019年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国連 Weeks2019 年 6 月での GCNJ 共催イベント 

ESG 投資と統合レポート－EU における現状と展望：日本企業の対応は？ 

5 月 22 日（水）13:30～17:40 

主催：上智大学、GCNJ 

協力：レディング大学ヘンリー・ビジネス・スクール、EY ジャパン気候変動・サスティナビリティサービス 

 

ILO100 周年記念労働 CSR セミナー 

外国人労働者のディーセント・ワークと人権をめぐる課題と労使の対応 

5 月 31 日（金） 14:00～17:30 

主催：ILO駐日事務所、日本 ILO 協議会（NPO 法人）、上智大学   

協賛：GCNJ、日本生産性本部 
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◆国連 Weeks 2019年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学生フォトコンテストの実施 

SDGs を多くの人に知ってもらうため、2016 年から国連広報センターと本学は、ゲッティイメージズの特

別協力により、大学生・短大生・大学院生・専門学校生を対象に「持続可能な開発目標（SDGs）学生フォ

トコンテス」を開催しています。 

2017 年は、作品テーマを「わたしが見た、持続可能な開発目標（SDGs）」とし、世界 73カ国から 1,000

点以上の応募を集め、ブラジルのルイス・グスターヴォ・カヴァリェイロ・シウヴァさんが 大賞（外務大

臣賞）を受賞しました。 

2018 年は、テーマを「撮ってみよう！日本で見つけた SDGs」とし、約 600 点の応募作品が寄せられ、上

智大学の星野雄飛（ほしの ゆうと）さんが大賞（外務大臣賞）を受賞しました。 
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フォトコンテストに関する記事 

2017 年 https://www.unic.or.jp/news_press/info/26339/ 

2018 年 https://www.unic.or.jp/news_press/info/30802/ 

 

(3) 教育研究関係 

1. SDGs を学ぶ科目の新規開講 

2018 年より「SDGsを学ぶ」を開講。JICA、UNDP、外務省、法務省、NGO、企業等からも幅広く講師を招聘

しました。 

2. 文部科学省選定「私立大学研究ブランディング事業」採択 

2016 年度に文部科学省選定「私立大学研究ブランディング事業」に本学地球環境研究所を中心とした研究テ

ーマ「持続可能な地域社会の発展を目指した『河川域』をモデルとした学融合型国際共同研究」が採択され、

SDGs 実現に資する国際的な研究と教育拠点の確立を目指す持続可能な地域社会の発展を目指した「河川域」

をモデルとした学融合型国際共同研究を推進しました。本プロジェクトは 3 年計画で実施され、2018 年に大

きな成果を収めて完了しました。 

 

2017 年には、再度、「私立大学研究ブランディング事業」に「人間の安全保障実現に取り組む国際的研究拠

点大学としてのブランド形成」が採択されました。この事業を推進する中心的な組織として、人間の安全保

障研究所を設立しました。 

   

(4) 国連事務総長による講演実施 

2017 年 12 月 14 日、アントニオ・グテーレス国連事務総長を招待し、本学学生、一般聴衆のために「グロ

ーバル課題～『人間の安全保障』の役割～」と題した講演会を開催し、大きな反響を呼びました。 

講演会に関する記事 https://www.sophia.ac.jp/jpn/news/PR/2017/1221news.html 

 

(5) GCNJイベントでの本学教員の参画 

第 6回ラーニングフォーラム in 関西 

「SDGsの振り返りと今後の取組み、それぞれの立場から」・取組み企業、金融、行政から 

2019 年 2月 8日（金）15:00～18:00  

会場：大阪ガス御堂筋東ビル 3 階ホール  

浦元義照上智大学グローバル教育センター特任教授が「SDGsの進展とこれからの企業への期待」と題した

基調講演を行いました。   

 

(6) 国連責任投資原則（PRI）の年次評価において、2年連続で最高評価「A+」を獲得 

上智大学を運営する学校法人上智学院は、国連責任投資原則（PRI）による 2019 年の年次評価（総合評価・組

織とガバナンス）において、2 年連続で最高評価の「A+」を獲得しました。  

本学は「国連-責任投資原則(PRI)イニシアティブ」に日本の大学等高等教育機関として初めて署名しました。本

原則への署名は、地球規模の課題の解決に寄与するという本学の基本理念と整合的な投資方針を取り入れるコ

ミットメントであり、UNGC の原則を資産運用面でも実践することにつながります。また、本学は、PRI日本ネ

ットワークを介して他の国内外機関と ESG の諸問題に取り組むための連携を推進しています。 
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(7) UNGC の 10原則及び SDGs に関する学科目の開講状況 

<SDGs 関連科目> 

GOD, MAN AND THE WORLD: INTERDISCIPLINARY PERSPECTIVES ON SUSTAINABLE DEVELOPMENT 

ADVANCED WASTE MANAGEMENT IN ASIA 

CLIMATE CHANGE POLICY 

ENVIRONMENTAL ADMINISTRATION 

GLOBAL HEALTH POLICIES 

JAPANESE ENVIRONMENTAL LAW 

SUSTAINABLE DEVELOPMENT 

WASTE MANAGEMENT IN ASIA 

アフリカと開発：2030アジェンダと持続可能な社会づくり 

グローバル共生社会における金融と投資 

ボランティア論 

演習（国際協力論） 

演習（国連と紛争解決） 

演習／国際的な視点から考える環境法政策 

演習（途上国の社会と開発―開発目標と経済的責任） 

応用マーケティング 

学校臨床社会学特殊講義 

環境行政論 

教育学特殊講義 

経営基礎研究セミナー 

国際協力論 

国際教育開発・協力論：理論、課題と実態 

国際教育開発学 

国際教育開発学講義 

国際教育開発学演習 

国際教育開発学上級講義 

国際教育学演習 （Migration and SDGs） 

国際教育学講義 （SDGs と国際教育） 

国際教育学上級演習 

国際教育学上級講義 

持続可能な開発目標（SDGs）を学ぶ 

社会教育計画論 

生涯学習概論（社会教育計画論） 

地球温暖化対策論 

導入演習 
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<人権関連科目> 

INTERNATIONAL LAW SEMINAR (HUMAN RIGHTS) 

アジアの人権問題 

キリスト教人間学（キリスト教と人権） 

キリスト教人間学（キリスト教的人間観と現代社会の諸問題） 

グローバル化と国際移動と人権 

グローバル化世界と日本の市民社会 

演習（グローバル化と人権） 

憲法（基本的人権） 

国際人権法 

 

<環境関連科目> 

ADVANCED WASTE MANAGEMENT IN ASIA 

CLIMATE CHANGE POLICY 

ENERGY AND ENVIRONMENT: SCIENCE AND POLICY LINKAGES 

JAPANESE ENVIRONMENTAL LAW 

WASTE MANAGEMENT IN ASIA 

アジア環境法 

アメリカ環境法 

インドの社会経済・人間開発に学ぶ：南インドのケララ州を実例に 

エネルギーと環境 

キリスト教人間学（環境教育) 

キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 

ジェンダーと環境 

化学と生活-環境と生命- 

環境と経済制度 

環境と消費 

環境と人間 

環境と民俗 

環境マネジメント論 

環境リスクマネジメント 

環境汚染の生態リスク 

環境化学特論 

環境教育 

環境金融論 

環境刑法 

環境経営学 

環境経済学 

環境経済学特講 

環境計画・リスクマネジメント論 

環境研究のための統計学 

環境工学 

環境行政論 

環境行政論 
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環境材料学 

環境史 

環境史ケーススタディ：北米地域 

環境社会学 

環境政策論 

環境生態学 

環境生態学特論 

環境訴訟 

環境訴訟法 

環境分子生物学特論 

環境分子生物学入門 

環境分析化学 

環境法の現代的課題 

環境法各論 

環境法基礎 

環境法研究 

環境法政策 

環境法入門 

環境問題と科学技術 

環境問題特殊講義（企業活動と環境法コンプライアンス） 

環境倫理 

環境倫理 

看護理論：人と環境の相互作用 

企業環境マネジメント論 

企業環境法 

経済と環境 

公衆衛生と環境 

国際環境法 

産業心理学特論（産業･労働分野に関する理論と支援の展開） 

自治体環境法 

人健康の環境科学 

先端工業化学と地球環境科学 

地球温暖化対策論 

地球環境と科学技術 

地球環境学 

日独環境比較研究 

日本の環境法 

日本の環境法特論 

燃焼科学と環境 

比較環境法 

比較環境法 

必修演習 （企業環境法） 

必修演習 （国際環境法） 

必修演習 （環境法） 
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必修演習 （行政環境法） 

物理化学特論 （環境科学） 

 

<労働関連科目> 

労働経済学 

労働法 

労働法研究 

経営社会と人間の行動 

演習 （雇用と労働の社会学） 

雇用政策論 

人的資源管理論 

比較雇用関係論 

必修演習 （労働法） 

 


